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1. 敷地周辺の地質・地質構造（海域）

1.1 敷地周辺海域の概要（補足説明）

1－1



地質層序（海底地質断面と陸域地質断面との対比）

B3

C1

C2

陸域から海域にかけて反射法地震探査（エアガ
ン・ベイケーブル）が実施されている高萩市付近の
陸域では，新第三系中新統である多賀層群（D1層
相当）が地表付近に分布しており，SN94-2測線の
結果と整合している。

（凡 例）

陸域

NWN ESE

1.1 敷地周辺海域の概要（補足説明）

1－2

D1

D2

D3

E

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，当社の解釈によるも
のである。

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1
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Ｅ

※ 破線は周辺の音波探査記録
から推定した地層境界

陸域



地質層序（海底地質断面と陸上ボーリング「C－4」との対比）

No.16W-1,2
16 20

海上音波探査No.16W測線の延長陸域で実施した
陸上ボーリング「C-4」では標高約-15m以深に久米
層（C1層及びC2層相当）が分布しており，No.16W測
線の結果と整合している。

（凡 例）

1.1 敷地周辺海域の概要（補足説明）

1－3

地質時代 音響層序区分
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地質層序（海底地質断面と陸上ボーリング「No.3」との対比）

No.27W-1,3
43 20

海上音波探査No.27W測線の延長陸域で実施さ
れた陸上ボーリング「No.3」では標高約-55mから標
高約-140mまで鮮新統（C1層及びC2層相当）が，そ
の下位には中新統（D1層及びD2層相当）が分布し
ており，No.27W測線の結果と整合している。

（凡 例）

1.1 敷地周辺海域の概要（補足説明）

1－4

地質時代 音響層序区分
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1. 敷地周辺の地質・地質構造（海域）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－5



Ａグループの評価

F11

F12

F13

F1a

【F12断層】
少なくとも後期更新世以降

の活動はないものと判断さ
れる。

鮮新世より新しい地層に変位・変形
を与えていない。

【 F11断層及びF13断層】
少なくとも後期更新世以降

の活動はないものと判断さ

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－6

F1a

F1b-2

F1b-1

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層

断層のグループ

後期更新世以降に活動がないものと判断される断層

れる。
上載地層法による判断ができないも
のの，F12断層と活動時期が同じで
あると考えられる。

Aグループの断層は，少
なくとも後期更新世以降
の活動はないものと判断
される。

（本資料1-7，8頁）



F11断層はD1層上部まで変位を与えている。

F12断層はD1層上部には変位・変形を与えていな
い。

  F11

Ａグループの音波探査記録（測線：Ｎo.107.5WA）

拡大範囲

A

N
o.

10
7.

5W
A

F11

F12
F13

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－7

D1

D2

C2

D3

地質時代 音響層序区分

第
四
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Ａ
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Ｃ 2
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Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

1000m



Ａグループの音波探査記録（測線：Ｎo.107.5G-3 / No.107.5G）
  F11

F11断層はD1層上部まで変位を与えている。

F12断層はD1層上部には変位・変形を与えていな
い。

拡大範囲
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5G
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A
（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－8

D1

A地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

A

D2

D1

500m500m



川尻埼

F13

F1a
F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

【北部】 （本資料1-10頁）

上載地層で後期更新世以降の活
動が否定できないと判断される。

【中部】 （本資料1-11～14頁）

上載地層で明確に後期更新世以

Ｂグループの評価

約23km

F1断層の評価

将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
と

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－9

F1e

F1g

F1f-2

F1f-1

F5a F5b

A-4

F14

上載地層で明確に後期更新世以
降の活動が否定できないと判断さ
れる。

【南部】 （本資料1-15～18頁）

少なくとも後期更新世以降の活
動はないものと判断される。

前期更新世よりも新しい地層に変
位・変形を与えていない。

Ｂグループのその他の断層（F5a断層及びF5b断層）及び背斜
（A-4背斜）は，中期更新世より新しい地層に変位・変形を与えて
いないため，少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断
される。

と
し
て
評
価
す
る
。

後期更新世以降の活動はないものと判断される背斜

断層のグループ

将来活動する可能性のある断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

将来活動する可能性のある伏在断層



Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.2W-1,2 / No.2Ｇ）

F1c断層はD1層上部まで変位を与えている。

F1b-3断層はD1層上部まで変位を与えている。

C

  F1c
拡大範囲

【北部】

No.2G

No.2W-1,2

川尻埼

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－10

D1

D2

C2

D1

D3

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
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完新世
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中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



  F1c

Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.4W-1 / No.4Ｇ）

F1c断層はC2層上部には変位・変形を与えていない。拡大範囲

川尻埼

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

No.4G

No.4W-1

【中部】

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－11

D3 D2

C2

D1

C1

C2

D1

地質時代 音響層序区分

第
四
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Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.6W-1 / No.6Ｇ）

F1c断層はC1層上部には変位・変形を与えていない。

拡大範囲

  F1c

【中部】

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

No.6W-1
No.6G

川尻埼

F1d

F1c

F1e

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－12

D2

C2

D1

D3

C1

C1

C2

地質時代 音響層序区分
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Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

  F1c

Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.10W-1）
F1c断層，F1f-1断層及びF1g断層はB3層上部には変
位・変形を与えていない。

F1f-2断層はC2層上部には変位・変形を与えていない。
拡大範囲

【中部】

No.10W-1

F1c
F1e

F1g

F1f-2

F1f-1 A-4

F14

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－13

C2
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D2

D1

D3

地質時代 音響層序区分
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Ｄ 1
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Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

1000m



  F1c

Ｂグループの音波探査記録（測線：No.10Ｇ）

F1c断層及びF1f-1断層はB3層上部には変位・変形を
与えていない。

拡大範囲

F1c
F1e

F1g

F1f-2

F1f-1 A-4

F14

No.10G

【中部】

※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－14

C2

C1

B3

A
地質時代 音響層序区分
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Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



  F1f-2

Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.11W-2 / No.11Ｇ）

F1c断層の延長部には変位・変形が認められない。

F1f-2断層はB3層上部には変位・変形を与えていない。
拡大範囲

F1c
F1e

F1g

F1f-2

F1f-1 A-4

F14

No.11G
No.11W-2

【南部】

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－15

C2

B3

C1

D2

C1

D1

D3

B3

A

地質時代 音響層序区分
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Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



  F5a

Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.14W-3）
F5a断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。

拡大範囲

【南部】

No.14W-3

F1f-1

F5a
F5b

A-4

A-2a

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－16

C2

B3

C1

B2

地質時代 音響層序区分
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Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



  F5a

Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.15W-3,5）
F5a断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。

F5b断層の延長部には変位・変形が認められない。

拡大範囲

F1f-1

F5a
F5b

A-4

A-2a

No.15W-3,5

【南部】

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－17

B3

C1
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地質時代 音響層序区分
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Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



  F5a

Ｂグループの音波探査記録（測線：Ｎo.107W-2,3）
F5b断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。

F5a断層の延長部には変位・変形が認められない。

拡大範囲

F1f-1

F5a
F5b

A-4

A-2a

N
o.

10
7W

-2
,3

【南部】

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－18

B3
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地質時代 音響層序区分
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Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｃグループの評価

F1e

F14

F1c

F1d
川尻埼

【F14断層】（本資料1-20頁）

少なくとも後期更新世以降の活動は
ないものと判断される。

中新世より新しい地層に変位・変形を与え
ていない。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－19

F1g

F1f-2

F1f-1 A-4
F5a

断層のグループ

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層

Cグループの断層は，少なくとも後
期更新世以降の活動はないものと
判断される。



  F14

Ｃグループの音波探査記録（測線：Ｎo.9W-1,2）
F14断層はD1層上部には変位・変形を与えていない。

拡大範囲

B

A

No.9W-1,2

F1e

F1g

F14

F1f-2

F1f-1

F1c

A-4

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－20

C2

B3
C1

D2

D1

D3

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｄグループの評価

F2

【F2断層】 （本資料1-22，23頁）

構造性の断層ではないものと判断さ
れる。

深部の中新世より古い地層に変位・変形を
与えていない。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－21

Dグループの断層は，構造性の断
層ではないものと判断される。

断層のグループ

構造性の断層ではないものと判断される断層



  F2

Ｄグループの音波探査記録（測線：Ｎo.15W-1,2 / No.4Ｇn）
F2断層はD1層上部からB3層上部まで変位を与え

ているが， D1層下部以下には変位・変形を与えてい
ない。

A

拡大範囲

No.15W-1,2

No.4Gn F2

東海第二発電所

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－22

1000m

C2

B3

C1

D2 D1D3

C2

B3

C1

D1

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m



  F2

Ｄグループの音波探査記録（測線：Ｎo.HA）
F2断層はD1層上部からC1層上部まで変位を与え

ているが， D1層下部以下には変位・変形を与えてい
ない。

拡大範囲 F2

東海第二発電所

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－23

E

D3

C2

B3C1

D1

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



A-4

F5bF5a

F16
A-2a

A-1
F8

Ｅグループの評価

約26km

東北地方太平洋沖地震
以降，F16断層，F8断層及
びA-1背斜の近傍でまと
まった地震が発生しており，

将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断

【F16断層】
少なくとも後期更新世以

降の活動はないものと判
断される。

前期更新世より新しい地
層 変位 変形を与え

【F8断層】
少なくとも後期更新世以

降の活動はないものと判
断される。

中新世より新しい地層に
変位・変形を与えていない。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－24

F17

A-2b

F18

Ｅグループのその他の断層（F17断層）及び背斜（A-2a背斜及び
A-2b背斜）は，前期更新世より新しい地層に変位・変形を与えて
いないため，少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断
される。

活動した可能性が否定で
きない。

断
層
等
と
し
て
評
価
す
る
。

後期更新世以降に活動がないものと判断される背斜

断層のグループ

将来活動する可能性のある伏在断層

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層

将来活動する可能性のある背斜

層に変位・変形を与えて
いない。

【A-1背斜】
少なくとも後期更新世以

降の活動はないものと判
断される。

前期更新世より新しい地
層に変形を与えていない。

（本資料1-25頁）

（本資料1-26頁）



  F8

Ｅグループの音波探査記録（測線：M86-14-2）
F8断層及びF16断層はD1層上部には変位・変形を
与えていない。

A-1背斜はB3層には変形を与えていない。

拡大範囲

B3

B2

B1

C2

C1

M86-14-2

F16
A-1

F8

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－25

D2

D1

D3

E

C2

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，当社の解釈によるも
のである。 2500m

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



東海第二発電所 東海第二発電所

2011年東北地方太平洋沖地震発生前後の微小地震発生状況

Ｅグループ近傍の微小地震分布

F16F16

東海第二発電所 東海第二発電所

36.5°36.5°

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－26

2011年東北地方太平洋沖地震発生後，F16断層，F8断層及びA-1背斜の近傍で，地震が集中して発生している。

2011年東北地方太平洋沖地震発生前のM4.0以下の地震の震央分布図（20km以浅）
（気象庁，1997年10月～2011年2月）

2011年東北地方太平洋沖地震発生後のM4.0以下の地震の震央分布図（20km以浅）
（気象庁，2011年3月～2014年3月）

A-1 F8A-1 F8

：将来活動する可能性のある断層等

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等
：将来活動する可能性のある断層等

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等

0 10 20 km

3.0≦Ｍ≦4.0

2.0≦Ｍ＜3.0

1.0≦Ｍ＜2.0

0.0≦Ｍ＜1.0

140.5° 141.0°140.5° 141.0°

0 10 20 km

3.0≦Ｍ≦4.0

2.0≦Ｍ＜3.0

1.0≦Ｍ＜2.0

0.0≦Ｍ＜1.0



Ｆグループの評価

F18

F8

A-1

F10

F16

【F18断層】 （本資料1-28頁）

少なくとも後期更新世以降の活動は
ないものと判断される。

中新世より新しい地層に変位・変形を与え
ていない。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－27

F18

断層のグループ

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層

Fグループの断層は，少なくとも後
期更新世以降の活動はないものと
判断される。



  F18

Ｆグループの音波探査記録（測線：K84-1）
F18断層はC2層には変位・変形を与えていない。

拡大範囲

C1

B3

B2

B1

F18

F8A-1

F10

K84-1

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－28

C2

C1

D2

D1

D3

E

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，当社の解釈によるも
のである。

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｇグループの評価

【F9断層】
少なくとも後期更新世以降の活動は

ないものと判断される。
前期更新世より新しい地層に変位・変形を
与えていない。

【 F10断層及びF15断層】 (本資料1-30頁）

少なくとも後期更新世以降の活動は
ないものと判断される。

中期更新世より新しい地層に変位・変形を
与えていない。

F8

F9

F15

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－29

Gグループの断層は，少なくとも後
期更新世以降の活動はないものと
判断される。

F10

断層のグループ

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層



  F10

Ｇグループの音波探査記録（測線：Ｎo.17W-5）
F10断層及びF15断層はB2層上部には変位・変形

を与えていない。

拡大範囲

No.17W-5
F8

F15

F10

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－30

C2

B3

C1

B2

B1

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



F6

F3

F4a

F19

F20

F21

Ｈグループの評価

【北部、中部】 （本資料1-32，33頁）
後期更新世以降の活動性が否定できない。

海底面付近に分布する中期更新世より古
い地層に変位・変形を与えており，後期更
新世の地層が分布していない。

F3断層の評価

F4断層の評価

約16km

将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
と
し

【南部】 （本資料1-34頁）
少なくとも後期更新世以降の活動はない

ものと判断される。

【F4a，F4b-1北部】 （本資料1-36頁）
少なくとも後期更新世以降の活動はないも

のと判断される。
鮮新世より新しい地層に変位・変形を与えて
いない。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－31

F4b-1

F4b-2

F22

F24

F23

F25

F26

し
て
評
価
す
る
。

Ｈグループのその他の断層（F6断層，F19断層，F20断層及び
F21断層）は，中新世より新しい地層に変位・変形を与えていない
ため，少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断される。

ものと判断される。
中新世より新しい地層に変位・変形を与え
ていない。 【F4b-1南部】 （本資料1-35頁）

後期更新世以降の活動性が否定できない。
海底面付近に分布する中期更新世より古い
地層に変位・変形を与えており，後期更新世
の地層が分布していない。

【F4b-2】 （本資料1-37，38頁）
少なくとも後期更新世以降の活動はないも

のと判断される。
中期更新世より新しい地層に変位・変形を与
えていない。

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層

断層のグループ

将来活動する可能性のある断層



  F3

Ｈグループの音波探査記録（測線：No.25W-2 / No.25G）

F3断層はB2層上部まで変位を与えている。

A
A B2

拡大範囲

No.25G
No.25W-2

F6
F3

F19

F20
F4a

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－32

A

B2

D1D2

E

C1

D1

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



A

B3

B2

  F3

Ｈグループの音波探査記録（測線：No.23A-2 / SN94-A）
F3断層の延長部には変位・変形が認められない。

拡大範囲 F6
F3

F19

F20
F4a

No.23A-2

SN
94

-A

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－33

D2

E

C1

D1

C2

D3

B3

B2
D1

D2

D3
E

C1
B3

C2

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，当社の解釈によるも
のである。

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｈグループの音波探査記録（測線：No.29W-1 / No.29G-2）
F3断層の延長部には変位・変形が認められない。

拡大範囲

A
B

No.29W-1

No.29G-2

F6

F3

F4a

F21

F4b-1

F22

  F3

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－34

E D1

D2

C1

B2

D1

C1

B2

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｈグループの音波探査記録（測線：No.30W-2,3 / No.30G）

F4b-1断層はB2層上部まで変位を与えている。

拡大範囲

  F4b-1

No.30W-2,3
No.30G

F3

F4a

F21

F4b-1

F4b-2

F22

F26

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－35

C1

D1

B2

D2E

C1

D1

B2
地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｈグループの音波探査記録（測線：No.25W-1,2）
F4a断層の延長部には変位・変形が認められない。

拡大範囲

  F3

No.25W-1,2

F6 F3

F4a

F19

F20

F21

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－36

D2

E
D1

C1

B2

B3

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



B2

  F4b-1

Ｈグループの音波探査記録（測線：No.13GS / No.31W-1）
F4b-2断層はB2層上部には変位・変形を与えていない。F3

F4a

F21

F4b-1

F4b-2

F22

F26

No.31W-1

No.13GS

拡大範囲

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－37

D1

D2

C1

B2
C1

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



  F4b-1

Ｈグループの音波探査記録（測線：No.112W-2,3）
F4b-2断層の延長部には変位・変形が認められない。F3

F4a

F21

F4b-1

F4b-2

F22

F26

N
o.

11
2W

-2
,3

拡大範囲

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－38

D1

C1

D2

B2
地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



上総層群上部

上総層群下部
反射面Ａ：CN12b/CN14a 
反射面Ｂ：CN4/CN11b

Ｆ4断層の南方陸域付近

Ｆ4断層の南方陸域に関する文献調査結果

鮮新世

第四紀

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

Ｆ4断層の南方陸域付近

1－39

反射面Ｂ：CN4/CN11b

反射面Ｄ

（post N.8層）

N.8層
反射面Ｃ：（庭谷不整合）

（先新第三系基盤岩類）

※上総層群：房総半島に分布する鮮新世
末期～更新世中期の深海～浅海成層
（新版地学辞典(1996)）

反射面ＣとＤに挟まれる区間の地層内反射面は細かくうねり，また水平方向に寸断されており，この区間の地層に褶曲および断

層が発達していることを示唆する。これらの褶曲および断層はＢとＣに挟まれる地層では軽微であり，また反射面Ｂより上位の

地層には連続しない。

反射面Ａは大洋観測井おけるCN12b/CN14a境界の不整合と，反射面ＢはCN4/CN11b境界の不整合（黒滝不整合）とそれぞれ一致し，

それによって反射面Ａより上位の地層は上総層群上部，反射面ＡとＢに挟まれる地層は上総層群下部と対比できる。

［林ほか(2005)による］

林ほか(2005)に加筆

林広樹・笠原敬司・木村尚紀・川中卓・太田陽一（2005)：茨城県大
洋村におけるバイブロサイス反射法探査 －棚倉構造線南方延長に
関連して-，地震 第2輯，第58巻(2005) 29-40頁



Ｆ4断層の南方陸域に関する文献及び変動地形学的調査結果

「新編 日本の活断層（1991）」，「活断層詳細

デジタルマップ（2002）」において， F4断層の南

方陸域には活構造は指摘されていない。

当社の変動地形学的調査の結果においても，

F4断層の南方陸域には変動地形は認められな

い。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－40



Ｉグループの評価

F21

F4b-1

F22

F23
F24

【F22断層， F23断層， F24断層， F25
断層及びF26断層】 （本資料1-42頁）

少なくとも後期更新世以降の活動は
ないものと判断される。

中新世より新しい地層に変位・変形を与え
ていない。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－41

A-3

F25
F26

断層のグループ

後期更新世以降に活動がないものと判断される伏在断層

Iグループの断層は，少なくとも後
期更新世以降の活動はないものと
判断される。



  F22

Ｉグループの音波探査記録（測線：Ｎo.32W-2,3）
F22断層，F23断層，F24断層，F25断層及びF26断

層は少なくともC1層には変位・変形を与えていない。

拡大範囲

No.32W-2,3

A-3

F22

F23
F24

F25F26

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－42

C1

D1

D2

B2

B1

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



Ｊグループの評価

F22

F23
F24

F25
F26

【A-3背斜】 （本資料1-44頁）

少なくとも後期更新世以降の活動は
ないものと判断される。

中新世より新しい地層に変形を与えていな
い。

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－43

A-3

断層のグループ

後期更新世以降に活動がないものと判断される背斜

Ｊグループの断層は，少なくとも後
期更新世以降の活動はないものと
判断される。



  A-3

Ｊグループの音波探査記録（測線：SN94-4）
A-3背斜は少なくともB2層には変形を与えていない。

拡大範囲

B

SN94-4

A-3

F23
F24

F25

F26

（凡 例）

1.2 敷地周辺海域の断層（補足説明）

1－44

B2

B1

C1

D1

D2

B3

E

海上音波探査記録は，石油公団（現
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱
物資源機構）によるものである。

地質断面図は，当社の解釈によるも
のである。

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層


